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令和６年度 第２回 鈴鹿市男女共同参画審議会 議事録 

 

日  時：令和６年７月 19 日（金）14：00 から 15：00 まで 

場  所：鈴鹿市男女共同参画センター ホール 

 

出席委員：７名（藤原芳朗、長谷川玲子、蕪竹理江、岡本綾、市川春美、秋葉美香、 

        五十嵐博） 

 

事 務 局：地域振興部長、地域振興部次長、男女共同参画課長、職員２名 

傍  聴：なし 

 

会議概要： 

開会、会議成立の報告、会議の公開について、会議の資料確認 

事項１：令和５年度第２次鈴鹿市男女共同参画基本計画 年次報告（案）の外部評価のま

とめ 

事項２：今後のスケジュール 

 

資料： 

（資料１）外部評価書（成果指標・施策）（案） 

 

事項１：令和５年度第２次鈴鹿市男女共同参画基本計画 年次報告（案）の外部評価のまと

め 

（事務局） 

開会、会議成立の報告、会議の公開について、会議の資料確認。 

委員の皆様には、７月１０日までに外部評価書を提出いただき感謝する。本日の進行は、

皆様の外部評価書を「資料１外部評価書（成果指標・施策）（案）」に取りまとめ、前面

のスクリーンに表示しながら、１項目ごとに確認し、御意見をいただきながら、即時反

映していく。 

 

（藤原会長） 

本日は外部評価として提言する内容を項目ごとに確認・検討する。 

それでは、順番に事務局から、取りまとめ案を読み上げる。 

 

成果指標：男女共同参画意識の普及度 について 

（事務局） 

評価は◎（◎：７、○：１） 

取りまとめ案 



 

2 

「昨年度より男女共同参画意識の普及度は 3.5 ポイント上がり、最終目標値を達成でき

たのは、これまでの関係各課の取組の成果だと評価する。 

 個々の事業の中には評価が下がった事業もあるため、課題を精査し、向上に向けて引

き続き取り組んでいただきたい。 

 また、コロナ禍ではあるが、令和４年度から積極的に学園祭や商業施設等に出向き、

幅広い年代から積極的にアンケート収集できたことも大変良かった。今後も幅広い層を

調査対象として普及度の調査を続けていただくとともに、各課において、年齢、性別を

問わず、広く市民に効果的な啓発を行うことが重要である。」 

 

（藤原会長） 

「アンケート収集できたことも大変良かった」という表現だが、良い・悪いではなく、

これは外部評価の理由を述べているので、「アンケート収集できたことも評価できる」

とした方が適切ではないか。（→修正） 

 

成果指標：男女比率が適正な審議会などの割合 について 

（事務局） 

評価は△（○：２、△：６） 

取りまとめ案 

「第２次基本計画の期間中、男女比率が適正な審議会の割合は順調に推移し、最終年度

には目標達成が期待されていたため、残念な結果となった。地方自治法第１８０条の５

に基づく委員会等で女性委員数が０の委員会が解消されたことは評価できるが、特に女

性の進出が少ない専門分野からの選出が困難であったこと、女性登用率が 60％を超えて

いる審議会等が改善されなかったことが課題である。 

 男女比率が適正な審議会が減少している原因を検証するとともに、各審議会において、

委員の選出方法など、選出段階から強く働きかけていただきたい。 

 令和３年をピークに男女比率が適正な審議会などの割合が下がった現状について、女

性委員の登用拡大に向けた取組を継続的に実施し、向上できるよう努めていただきた

い。」 

 

（長谷川委員） 

「令和３年をピークに」ではなく、「令和３年度をピークに」ではないか。（→修正） 

 

（事務局） 

「男女比率が適正な審議会の割合」は、基本計画及び年次報告では正しくは「男女比率

が適正な審議会『など』の割合」という表記で統一しているので、修正する。 

 

（長谷川委員） 

「最終年度には目標達成が期待されていたため、残念な結果となった。」という一文に
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ついて、「いたため」ではなく、「にもかかわらず」等、違う表現が適切ではないか。（→

後ほど協議する。） 

 

（市川委員） 

「第２次基本計画の期間中、男女比率が適正な審議会の割合は順調に推移し、」とある

が、順調に推移してきたのは令和３年度までなので、適正な言い方を協議したい。 

 

（藤原会長） 

目標達成を期待していた云々は削除し、令和３年度までは順調に推移していたが、令和

４年度以降は低下した、といった表現が適切である。（→修正） 

 

課題Ⅰ「男女共同参画意識の向上」 

(１)男女共同参画意識の普及と向上 について 

（事務局） 

評価は○（◎：１、○：７） 

取りまとめ案 

「鈴鹿市の各事業は、様々な形で情報発信が行われ、男女共同参画意識の普及が推進さ

れていると評価する。大学や高等学校等との連携や、ウェブサイトの充実を図り、若い

世代への情報発信が進められたことは意識向上に寄与している。 

 また、庁内において全庁が一丸となって男女共同参画の普及を進めていくことが効果

的であり、しっかり取り組まれていること、また、映画祭における県内連携や大型商業

施設との連携も進められていることは評価できる。 

 ただ、ジェフリーすずかの認知度については、昨年度よりは改善されたが、最終目標

値を達成できなかったため、今後もセンターの啓発活動の強化が必要である。 

 多文化共生意識の普及においても、鈴鹿市の人口の５％が外国籍の方であるため、ダ

イバーシティの考え方を根付かせるためにも、今後、積極的な取組が必要である。」 

 

（藤原会長） 

・「等」や「など」の使用について。基本計画に関する表現は「など」にして、それ以外

は「等」ということでよろしいか。（→このとおり統一する） 

・「人口の５％」とあるが、「約５％」が適切である。（→修正） 

 

課題Ⅱ「あらゆる分野における男女共同参画の推進」 

(１)意思決定の場における男女共同参画 について 

（事務局） 

評価は○（○：８） 

取りまとめ案 

「男女比率が適正な審議会などの割合は、令和４年に比べて約 10 ポイントも低下して
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おり、当該計画の課題として残った。全国平均よりも高いことは理由にならず、専門性

の高い審議会等（文化財課や健康づくり課等）を所管している担当課は関係団体に対し

働きかけを行う必要がある。 

 男女比率が適正な審議会などの割合は目標に届かなかったが、個別事業においては、

積極的に女性活躍を推進する姿勢が感じられた。 

 人事の取組として、年代を限定した女性職員を対象とする研修や、男女ともに新任課

長向けに女性活躍推進研修、外部研修機関への派遣は良い取組であり、男女共同参画の

推進が数値的にも見て取れ、女性管理職の登用率など積極的に女性活躍を推進する市の

方向性が感じられる。行政や民間企業、地域など、あらゆる意思決定の場や指導的立場

に女性の参画を促進する啓発活動も評価できる。引き続き、関係機関への働きかけや、

情報提供、支援体制の充実が重要である。」 

 

（藤原会長） 

最後の行「支援体制の充実が重要」を「支援体制の充実化」としたい。（→修正） 

 

 (２)就労における男女共同参画 について 

（事務局） 

評価は○（◎：１、○：７） 

取りまとめ案 

「昨年度から評価を落とした項目もあるが、概ね達成されている。  

 ワーク・ライフ・バランスの実現に向け、行政内部においては年次有給休暇取得の環

境づくりや各種制度の周知、また、支援員の人材育成や企業に対しては広報すずかや市

ウェブサイトでの情報発信を通じ、子育て中の人が安心して働ける環境づくりを促進し

ている点が評価できる。 

 市の男性職員の育児休業取得も伸びているが、職員の短期介護休暇取得者や国・地方

公務員に係る育児休業取得率の政府目標が引き上げられることについて、それに対応す

るための対策も検討していただきたい。 

 女性が仕事を続けていく上では、子育てとの両立が課題となるが、よく話題となる「小

1 の壁」の問題を改善するため、放課後児童クラブの充実、ファミリーサポートセンタ

ーの活動支援など、きめ細やかに取り組む必要がある。 

 農業就労者数は激減しており、耕作放棄地が増大し、一部の担い手で維持されている

のが現状であり、妻の就業条件等を明確に定めた夫婦間家族協定の締結は難しい課題で

ある。一方で、農業委員会だよりや情報交換の場の機会等、女性農業者の活躍できる環

境づくりにも取り組んでおり、農業分野での女性の活躍についてあらゆる切り口できめ

細かい支援が必要といえる。」 

 

（藤原会長） 

「放課後児童クラブ」は「拡充」や「充実」のいずれが適切か。（→「充実」） 
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（長谷川委員） 

「女性が仕事を続けていく上では、」という一文について。今や女性ばかりでなく、男性

も子育てをしながら仕事をしている方も多いので、「女性が」を消除すべきではないか。

（→「女性が」を消除） 

 

（事務局） 

「国・地方公務員」を「国・地方の公務員」という表現に改めたい。 

 

（市川委員） 

「国家・地方の公務員」とするのも適当でないので、「国家公務員・地方公務員」という

表現にしてはいかがか。（→所定の表現を確認し、表現を改める） 

 

（藤原会長） 

「よく話題となる「小１の壁」」という表現があるが、「よく話題となる」は消除しても

よいのでは。「子育ての両立が課題となる。「小 1の壁」の問題を改善するため」でいか

がか。（→修正） 

 

（秋葉委員） 

・３行目の「各種制度の周知、また、支援員の…」の「また、」は不要では。 

・下から３行目の「女性農業者の活躍できる環境」を、「女性農業者が活躍できる環境」

のほうが適切である。（→修正） 

 

(３)地域における男女共同参画 について 

（事務局） 

評価は○（○：７、△１） 

取りまとめ案 

「自助共助のまちづくりを推進するために、「つながろう鈴鹿ネットワーク」等市民活

動団体の運営力向上のための機会を提供している点は評価できる。 

 スポーツ推進委員については、委員総数が減少したことにより相対的に女性委員の割

合が増えたことは前向きな増加とは言えないものの、人手不足の中での担当課の努力は

評価したい。地域づくりにおいてスポーツ推進委員や自治会長、民生委員、消防団員な

ど、男女を問わず引き受け手が少ない中での取組は難しい部分もあるが、地域の女性が

リーダーシップを発揮するには、地域社会と行政が積極的に支援する必要があるため、

さらなる取組を期待する。 

 また、女性主体の防災研修会を実施し、女性視点での災害対応の重要性に取り組んで

いる点は評価できる。 

 女性消防団員の活動回数が非常に多く、引き続き、防災分野における男女共同参画の
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推進をお願いしたい。」 

 

（藤原会長） 

地域における男女共同参画であるが、冒頭「自助・互助・共助」としなくてよろしいか。 

 

（事務局） 

第３次鈴鹿市男女共同参画基本計画（冊子）P.23 にある、地域における男女共同参画の

なかでは、「自助」「共助」「公助」と表記しているため、その表現に統一する。 

 

（藤原会長） 

最後の表現で、「推進をお願いしたい」とあるが、嘆願書ではなく評価書であるので「期

待したい」という表現が適当ではないか。（→修正） 

 

(４)家庭における男女共同参画 について 

（事務局） 

評価は○（○：７、△：１） 

取りまとめ案 

「男性の家庭参画の取組において、父子健康手帳を紹介、交付することで父親の育児参

加や父性の意識高揚の機会が増えた点、家事や育児参画に関する事業における男性の参

加率が向上した点は評価できる。 

 子育て等の情報提供においては今のデジタル社会において充実した発信ができてい

ると感じる。 

 ８事業のうち、２事業が評価を落としており、男性の家庭参画を促進する取組が子供

から高齢者までを対象にして行われている中、公民館の取組が低い評価結果となってい

るのは課題である。公民館は地域の身近な集いの場であり、地域住民が参画しやすい施

設であるため、地域住民の意識向上に向け、料理だけでなく様々な分野において、積極

的に地域全体の男性の家庭参画意識の向上につなげていただきたい。」 

 

（藤原会長） 

「発信できていると感じる。」は「発信できている。」が適切である。（→修正） 

 

（長谷川委員） 

漢字の「子供」が混在しているので「子ども」に要修正。（→修正） 

 

（市川委員） 

「公民館は地域の身近な集いの場であり…料理だけでなく様々な分野において…」とあ

るが、公民館では男女問わずすでに多くのサークル・団体に利用されている。この文面

だけ見ると、料理教室だけという風に取られてしまわないか。 
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（藤原会長） 

「料理だけでなく」を消除してはいかがか。（→消除） 

 

(５)教育における男女共同参画 について 

（事務局） 

評価は○（○：８） 

取りまとめ案 

「人権教育やキャリア教育については、様々な研修に参加し、研鑽を重ねられているこ

とは大いに評価できる。 

 今後強化が必要な取組として、「メディア・リテラシーの向上」をお願いする。インタ

ーネットやスマートフォンの普及が著しく、SNS の様々なトラブルが多い中、子どもた

ちへの正しい使い方の学習と、電子メディアの関わり方についての保護者への啓発など

積極的に取り組んでいただきたい。また、トラブル等が生じた場合の相談体制を強化し、

窓口案内についても情報発信していただきたい。 

 教育分野における施策の推進については、保護者と学校、行政が連携し取り組んでい

ただきたい。」 

 

（藤原会長） 

３行目、「メディア・リテラシーの向上」を「お願いする」ではなく「がある」が適切で

ある。（→修正） 

 

課題Ⅲ「ジェンダーの視点に立った人権尊重と性差に応じた健康支援」 

(１)自尊感情と人権意識の向上 について 

（事務局） 

評価は◎（◎：６、○：２） 

取りまとめ案 

「各施策において目標に向け積極的に取り組んでおり、後期４年間の成果とともに評価

できる。 

 相談事業では、各所属がそれぞれの視点から課題を把握し、その課題解決に向け取り

組んでいる。その結果として、各種専門相談事業に対するアンケート結果や、女性相談

員による相談件数の多さなど、各相談事業への満足度の高さが感じられ評価できる。引

き続き、相談内容を分析し、今後の事業に生かしていただきたい。 

 セクハラやDVについては、重大な人権侵害であることが未だ認知されていないため、

啓発活動に取り組み、支援が必要な場合は、行政、関係団体、民生委員児童委員等が連

携し、今後も継続し適切な支援を行っていただきたい。 

 デジタル化が加速する中において、様々なツールを活用し、あらゆる世代が安心して

相談できる環境づくりに向け、今後も推進していただきたい。」 
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（藤原会長） 

３行目の「各所属」とはどういう意味か。一般市民に分かる表現にしてはいかがか。 

 

（事務局） 

「各担当課」に改める。 

 

(２)生涯にわたる心身の健康に関する啓発 について 

（事務局） 

評価は○（◎：２、○：６） 

「特に心身の健康支援における「女性のための健康講座」では、目標値を大きく上回る

参加人数となっており、参加者のニーズに合った効果的な事業であると評価できる。 

 また、性に関する正しい知識の普及については、誰もが互いに尊重し合える関係を築

くために正しい知識の習得はさらに重要な取組となるため、現在の手法に加え、養護教

諭や保健師等の身近な専門職員による協力体制を構築するなど、長く事業が継続できる

よう取り組んでいただきたい。」 

 

（藤原会長） 

２段落目の「また、」は、１段落目を受けているわけではないので、「一方、」とした方が

適切である。（→修正） 

 

 

【最終確認のため全項目、再度読み上げ】 

成果指標：男女比率が適正な審議会などの割合 

冒頭の表現を「令和３年度までは男女比率が適正な審議会などの割合は順調に推移して

いたが、令和４年度以降は低下した。」とする。 

 

課題Ⅱ「あらゆる分野における男女共同参画の推進」 

(１)意思決定の場における男女共同参画 

１行目、「令和４年」→「令和４年度」とする。 

 

（藤原会長） 

以上の内容で外部評価として決定とする。外部評価書の最終確認は、会長にて一任して

いただきたい。（→異議なし） 

事務局は、本日の外部評価書をもとに提言書（案）を取りまとめ、委員へメール送付す

ること。 

以上で議事を終了する。 
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（事務局） 

事務局から、今後の予定を案内。 

・第３回鈴鹿市男女共同参画審議会（外部評価、提言書の最終協議） 

  令和６年８月 29 日（木）14：00 から 

  場所 鈴鹿市男女共同参画センター（ジェフリーすずか）ホール 

・提言書提出 

  令和６年９月 24 日（火）13：00 から（集合は 10 分前、６階秘書課前へ） 

  場所 市役所本館６階 応接室 

これをもって令和６年度 第２回 鈴鹿市男女共同参画審議会を終了する。 

 

－閉会－ 

 


